



















趙  　　永  哲 
（1）本論文は、日本基督教学会近畿支部会 (2009年 3月 23日、関西学院大学 )において発表され、『神学研究』
の掲載のため、多少の加筆訂正が加えられている。




（3）メソジストあるいはウェスレーの霊性についての基本的な文献は、John Wesley, A Plain Account of 
Christian Perfection, London : Epworth press, 1952 (1987printing) ( 以 下、Plain Account), Robin Maas, 
Wesleyan Spirituality, in Robin Maas and Gabriel O'Donnell eds., Spiritual Traditions for the Contemporary 
Church, Abingdon Press/Nashville, 1990, pp.303-319., Frank Whaling ed., The Classics of Western Spirituality, 
John and Charles Wesley: Selected Writings and Hymns, New York: Paulist, 1981., David Lowes Watson, 
















たこの敬虔主義は、シュペーナー (Philipp Jakop Spener, 1635-1705)によって始めら
れ、敬虔主義に大きな貢献を残したフランケ (August Hermann Franke, 1663-1727)、そ
してウェスレーに大きな影響を与えるモラビアンのツィンツェンドルフ (Ludwig von 
Zinzendorf, 1700-1760)などが中心となり、特にシュペーナーのエクレシオラエ・イン・




における敬虔運動の組織として A.ホーネック (7)(Anthony Horneck, 1641-1697)を中心
に組織された英国国教会内の宗教ソサエティー (The Religious Society)(8)である。ホー
ネックによって 1670年代に始められた宗教ソサエティーは信徒たちが集る小グルー
（4）この敬虔主義に関しては、Louis Bouyer, Orthodox Spirituality and Protestant and Anglican Spirituality, The 
Seabury Press, 1969, p.p.169-184とHenderson D. Michael, John Wesley's Class Meeting, p.51、そしてRichard P. 
Heitzenrater, Wesley and the People Called Methodists, Nashville : Abingdon Press, 1995, p.19などを参照。
（5）Collegia pietatis、即ち「教会内の小さな教会」(little churches within the church)とも呼ばれるこの用語は、
ドイツの敬虔主義者シュペーナーからフランケ、ツィンツェンドルフ、そしてウェスレーに受け継が
れる概念である。





































（9）Richard P. Heitzenrater, op.cit.,p.21.
(10) Hunsicker, David., John Wesley: Father of Today's Small Group Concept?, Wesleyan Theological Journal, v.31, 
no.1, Spring, 1996, pp.195-196.
(11) ウェスレーの父サムエル・ウェスレーは、当時ホーネックを中心に英国国教会の中にあった宗教ソサ
エティー運動に影響され、ウェスレーが生まれる 2年前である 1701年に自分の教区に Epworth Society
を組織した。そして、その子 J.ウェスレーがこの SPCKの通信会員であった事実もメソジストと呼ば
れる原因となるのである。Richard P. Heitzenrater, op.cit.,p.21.
(12) Rupert E. Davies eds. The Works of John Wesley (Bicentennial Edition, 以下 BE), vol. 9, Nashville : Abingdon, 
1989, p.4.　この SPCKや SPCを小グループと言い難い面があるが、それらの宗教ソサエティーはウェ
スレーの小グループ運動に影響を与えたのは確かである。実際に、ウェスレーが 1735年ジョージア
へ行ったのは、海外福音伝道会（SPG）から宣教師として派遣されたのである。Hunsicker, David., John 
Wesley: Father of Today's Small Group Concept? 196頁の註を参照。








体的にメソジスト・ソサエティー (Methodist Society)、組会 (14)(Class Meeting)、班会 (15)




















(14) 組会に関する代表的な著作としては、Watson, David Lowes, The Early Methodist Class Meeting : It's 
Origins and Significanceと Henderson D. Michael, John Wesley's Class Meeting : A Model for Making Disciples
などがある。これ以上の組会についての書物については、Howard A. Snyder, The Radical Wesley & 
Pattern for Church Renew, 1章の 5（New Wineskins）註 29（175頁）を参照。
(15) 班会に関しては、Henderson D. Michael, John Wesley's Class Meetingと John S. Simon, John Wesley and the 
Methodist Societies, London : Epworth, 1923を参照。特に、班会の規則については、BE., vol. 9, pp. 77-79
を参照。この班会の規則は既に 1738年 12月の初め頃に制定されており、追加の指針は 6年後であ
る 1744年に立てられる。Wesley. John (by), Thomas Jackson (ed.), The Works of the Rev. John Wesley (以下
The Works), vol. Ⅷ , London : Wesleyan Methodist Book Room, 1872 (Reprinted 1984 by Baker Book House 
Company), p.272-274.






























(18) Wesley. John(by), Rupert E. Davies(ed.), The Works of John Wesley (以下、BE. vol. 9; The Methodist Societies 
History, Nature and Design), Nashville : Abingdon Press, 1989, p.70.
(19) Howard A. Snyder, The Radical Wesley & Pattern for Church Renew, Illinois: Inter- varsity Press, 1980, p.35. 
(20) これらの宗教ソサエティーは当時ロンドンだけでも 40以上あり、既に述べて来たようにウェスレーの
父サムエル・ウェスレーもウェスレーが生まれる 2年前である 1701年に自分の教区に Epworth Society
を組織した点から見ると、この宗教ソサエティーがウェスレーの小グループの運動に影響を与えたの
は確かであろう。
(21) Howard A. Snyder, op. cit., p.35.
(22) 何よりもこの New Roomが意味あるのは、ウェスレーの小グループである組会を最初に始めたことで
ある。
































(24) Henderson D. Michael, op.cit., p.11.
(25) John S. Simon, op.cit., p.312.
(26) Frank Baker, John Wesley and the Church of England, London: Epworth press, 2000, p.141.





























のがあったのですか？ 5.あなたは隠したい秘密を持っているのですか？などである。BE. v.9, p.78.
(29) Howard A. Snyder, op.cit., p. 60.





分の回心日であった 1738年 5月 24日の日記において、1725年 22歳の時、トマス・ア・ケンピス
の著書を読み、感動を受けたと記しているが〔BE, vol.18 (Journal and diaries), p. 243., Wesley. John, W. 
Reginald Ward, Richard P. Heitzenrater eds., Nashville : Abingdon, 1988〕後の著作『キリスト者の完全に関




教ジェレミー・テイラーの『聖なる生と死の規則と実践』(Rule and Exercises of Holy 

























しく描いているラック（Rack）の見解、即ち 1725年 5月にはア・ケンピスの書物を、そして同年 6
月にはテイラーの書物を、さらにローの書物は 1730年末に読んだという考えに従う (Henry D. Rack, 
Reasonable enthusiast : John Wesley and the rise of Methodism, London: Epworth Press, 1989, p.73)。
(34) Thomas Jackson ed., The Works of John Wesley (以下Works) Michigan : Baker Book House, 1984, vol.11, p.366.
(35) この集いは、最初はウェスレーの弟チャールズを中心に 3人で出発した小さな群れだったが、ウェス
レーの優れたリーダーシップによって約 8年後である 1735年には 3人の教授、若い司祭たちを含めて
40人ほどの会員を持つ団体に成長していった。































(37) これは英国式英語の表記として、アメリカの場合 connectionあるいは connectionismとも表記する。
(38) これに関しては、Brian E. Back, Randy L. Maddox(ed.), Connexion and Koinonia : Welsey's Legacy and the 
Ecumenical Ideal, Rethinking Wesley's Theology for Contemporary Methodism, Nashville : Abingdon Press, 
1998, pp.129-141を参照。
(39) Ibid.,p.p.133-135.
(40) Works, vol.8, p.299.
(41) Brian E. Back, op.cit., p.130.





























(43) Works, vol.14, p.321.
(44) Brian E. Back, op.cit., p.134-135.
(45) Douglas S. Hardy, Spiritual Direction with a Wesleyan Ecclesiology, Wesleyan Theological Journal, v.41, no.1, 
Spring, 2006, p.156. 
(46) これに関しては、Lovett H. Weems, Jr., Leadership In The Wesleyan Spirit, pp.13-20と藤本満「ウェスレー
による人間形成論」（『キリスト教と人間形成』：ウェスレー誕生 300年記念、青山学院大学総合研究所 
キリスト教文化研究センター編、2004年、142-146頁）を参照。
(47) Albert C. Outler ed., John Wesley, New York : Oxford University Press, 1964, p.119.
(48) これに関しては、Jennings, Theodore W. Jr., Good News to the Poor : John Wesley's Evangelical Economics, 
Nashville: Abingdon Press, 1990. また、Lovett H. Weems, Jr., op.cit., chap.4 (Remembers Especially the Poor), 
pp.44-56を参照。また、H.A.スナイダーはウェスレーの信仰復興運動が貧しい者たちのための運動で































(49) Howard A. Snyder, op.cit, p.35. 
(50) 藤本満、前掲書、168頁。
(51) Wesley D. Tracy, "John Wesley, Spiritual Director: Spiritual Guidance in Wesley's Letters", Journal of Wesleyan 
Theological Societies (Vol.23, No1&2, Spring-Fall, 1988). 
(52) 最初の頃、ウェスレーによって養成されたメソジスト信徒指導者たちは、アシスタント (assistant)あ

































(53) Henderson D. Michael, op.cit., pp.127-160. 
(54) Ibid., pp.145-148.
(55) ウェスレーと女性あるいは女性説教者たちに関しては次の書物が参考になる。Earl Kent Brown, Women 
of Mr. Wesley's Methodism (Lewiston, New York : The Edwin Mellen Press, 1983) Paul Wesley Chilcote, She 
Offered Them Christ : The Legacy of Women Preachers in Early Methodism (Nashville : Abingdon Press, 1993).
(56) Howard A. Snyder, op.cit., p. 98.
(57) Lovett H. Weems, Jr., op.cit., pp. 59-70.
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Ⅳ．結び
　これまで、18世紀に起こった小グループ組織におけるウェスレーの霊性とリーダー
シップについて考察してきた。前述したように、ウェスレーを中心とした 18世紀の
信仰復興運動は、野外説教と同時にメソジスト特有の小グループにおいて発揮された
ウェスレーの霊性とそのリーダーシップによって発展してきた。その後メソジスト運
動は、個人的で内面的 (inward)霊性だけでなく、小グループの中において、さらに外
に向かって社会的霊性の面においても大きな影響を与えていく。
　最後に、小グループ組織におけるウェスレーの霊性とリーダーシップ内容的特徴を
次のように要約することができる。
　第 1に、メソジストにおける「説明責任」は、小グループの中で互いを責任ある存
在と見做し、互いの行動と生活を見守りながら、自らを神に対してかつ相互に明らか
にすることである。
　第 2に、ウェスレーによるメソジスト組織の主な特徴である「連結体系」は、指導
者ウェスレーを頂点とするメソジスト運動のピラミッド機構として霊的な指導の基盤
となる。
　第 3に、霊的な指導者としてウェスレーの牧会的なケアは、当時の信仰復興運動に
大きな影響を与え、さらに信徒指導者たちの養成を通してウェスレーによるメソジス
ト信仰復興運動は豊かな実を結ぶ結果となったのである。
　今日メソジストが全世界に広がっているのは、小グループ組織におけるウェスレー
の実践的な霊性とリーダーシップの成果によるところが大きいと言えるであろう。ま
た、このような小グループにおけるウェスレーの組織的な霊性とリーダーシップは、
まことの霊性とリーダーシップが失われつつある現代の教会において一つの示唆を与
えているのではないであろうか。
